
近年では SDGs の機運の高まりととも

に環境に優しい農産物への関心が高まっています。一

方で、農産物には「無農薬」「自然栽培」などの曖昧な

表示が多く、消費者はどの表示を信じて農産物を購入

すべきか迷うこともあります。

こうした状況を踏まえ、国では農産物の表示に基準

を設けることとし、そのひとつが我々の組合名にもあ

る「特別栽培農産物」です。特別

栽培農産物とは、農産物が生産さ

れた地域の慣行レベル（各地域の

慣行的に行われている節減対象農

薬及び化学肥料の使用状況）に比

べて「節減対象農薬の使用回数が

50％以下」「化学肥料の窒素成分

量が 50％以下」で栽培された農

産物を言います。

特別栽培農産物

のメリットは、農

薬などの化学合成

物質をできる限り

減らすことによる

自然環境の保護、

栽培する農産物の

ブランド化、これ

らによる持続可能な農業の実現にあります。こうした

ことから、我々は任意団体「一宮大地」として 20年

以上活動し、桃・葡萄・スモモ・さくらんぼなどの果

樹を特別栽培基準で栽培し取引先に販売してきました。

構成員数は 20年前の２倍以上になり法人組織運営が

必要になったこと、また取扱量をまとめて共同販売を

行うことで取引条件の更なる改善を図ることを目的に

当組合の設立に至りました。

我々は、地域の基盤となる農業の活性化及び組合員

の所得の向上を図ることはもちろん、消費者

にとって豊かな食生活の実現を目指し持続可

能な農業を創出します。
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